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八女市の現在の土地利用状況は、中心拠点と周辺の地域拠点および農地、中心拠点の北東部丘陵の

自然地とそれらを取り囲む山林や既存集落である生活拠点に大別されます。 

法的規制状況を見ると、市の一部が都市計画区域に指定され、中心拠点周辺、立花支所周辺および

黒木支所周辺に用途地域（計 630.6ha、市域面積の約 1.3％）が指定されています。また、立花・上陽・

黒木地域には、準都市計画区域（計 281ha）が指定されています。 

八女・立花・黒木 3 地域の用途地域の内訳をみると、住居系用途地域が約 64％、商業系用途地域が

約 18％、工業系用途地域が約 18％となっています。また、用途地域が指定されていない区域は、農業

振興地域に指定されています。 

都市計画区域においては、今後も大きな枠組みとしての市街地や田園、自然環境といった都市を構

成する各要素の調和を基本としながら、現在の法的枠組みを維持しつつ、中心拠点や周辺部の拠点的集

落においてはまとまりがあり暮らしやすい市街地形成を図るとともに、美しい田園地や自然環境を積極

的に保全・活用することにより、計画的な土地利用形成を進めていきます。 

また、田園や自然地、市街地、集落地の調和した文化的景観の保全を図る為、例えば建物の高さを

地域の景観シンボルの一つである楠の木以下にするなど、低層系の建築物を主体とした都市空間形成を

進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

多くの人が利用することで 
バス路線が維持され、 
安定した移動環境が確保される 

多くの人が住むことで人口密度が 
維持され、商店や病院が維持される 

身近な場所で買い物や 
通院ができるため、 
生活が快適に 

▲都市空間構成のイメージ 

多くの人が住むことで、 
魅力ある町並みが維持される 
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①商業地 

○八女市の福島地域の商業地については、伝統的な町並みに住宅と商業・業務施設、観光施設が調和

した複合的土地利用を促進し、多様な世代や市外観光者が交流する賑やかで魅力ある市街地形成を

進めます。 

○黒木地域の商業地においても同様に、伝統的な町並みに配慮しつつ必要な都市機能の維持に努めま

す。 

○国道 442 号沿いの商業施設の集積地については、現在の八女市の商業拠点の一部を形成しているこ

とから、商業系用途としての活用を検討します。 

○立花地域の国道 3 号沿道の商業地や、黒木地域国道 442 号沿道の商業地においては地域の生活に必

要な都市機能を配置できる土地利用を図ります。 

 

②歴史的市街地 

○八女福島伝統的建造物群保存地域の周辺は、古くから商業で発展した八女福島の歴史を色濃く残す

地区であるとともに、中枢的な公共施設の集積もなされ、筑後地域における広域的な都市圏構造上

の拠点の一つとしても位置づけられる地域です。当該地区の土地利用については、“広域的な都市圏

構造上の拠点の一つにふさわしい都市機能集積”と“歴史的市街地の保全”の両立が可能な土地利

用形成を進めていきます。 

○黒木伝統的建造物群保存地区の周辺も江戸時代より豊後別路と呼ばれる旧往還道が整備され、お

茶・楮
こうぞ

・炭などの豊富な山の産物を扱うことで明治から大正期には八女第二の商都と謳われるほど

賑わった町並みを活かした土地利用形成を進めていきます。 

○当該市街地内では、伝統的建造物群と調和した町並み形成と広域的な都市圏構造上の拠点としての

機能形成が両立した低層の市街地形成を進めます。 

○伝統的建造物群保存地区およびその周辺においては、特に火災面での防災機能向上を図るとともに、

景観法に基づく景観地区や景観重要建造物の指定により、更なる文化的景観の保全促進や建築基準

法の緩和規定適用などによる本来の建築意匠に即した保存整備を進めていきます。また、空き町家

への店舗誘致や移住促進などによる活用を促進します。 

○本格的な高齢社会に備え、各種都市機能が集積する利便性の高い当市街地内において、高齢者が暮

らしやすい環境づくりを進めます。 

 

③住宅地 

○立地適正化計画で指定された居住誘導区域を中心に住宅地を配置するとともに、歴史的市街地を囲

む都市計画道路の室岡平田線（国道 442 号）、稲富福出線、大島稲富線の沿道部は、公共交通軸とし

て利便性が高い範囲において、沿道型の商業施設や低層マンションなどによる複合的土地利用を進

めます。 
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○その他の住居地域内については、上・下水道、公園などの個別計画に基づき基盤施設の整備を推進

し、良好な居住環境の形成を図ります。なお、用途地域内での未利用地のうち、用途地域周辺部に

位置する農地については、地権者の営農意向などを確認しながら用途地域の見直しを検討します。

それ以外の未利用地については民間開発による住宅団地整備などの有効利用を促進します。 

○福島地域の用途地域の南側の低層住居専用地域については、地域の実情を踏まえて用途地域の見直

し等を検討します。 

 

④工業地 

○既存工業団地（室岡、鵜池・鵜池第二・今福）については、産業拠点として良好な事業環境を維持

するとともに、周辺の生活環境との調和を図ります。また、既存工業系用途地域の活用と前古賀地

区工業団地の整備を促進し、さらなる産業拠点の形成を図ります。 

 

⑤自然緑地 

○市街地内の社寺林などの地域に密着した緑地は、環境共生の観点から、積極的に保存することによ

り、潤いと憩いのある生活空間形成を図ります。 

 

用途地域指定区域外の用途白地地域は、平成 12 年の建築基準法の改正に伴なう容積率の設定を行っ

ており、今後さらに田園環境を生かした良好な住環境や緑豊かな自然環境の形成、文化的景観に配慮し

た土地利用を進める為にも、適切な建ぺい率の適用などを検討していきます。 

 

①農地 

○農業振興地域の農用地区域やその他農地については、農業生産の場として、また筑後地域を象徴す

る田園景観資源や緑地空間として保全していきます。 

○特に良好な田園景観をもつ区域については、景観法にもとづく景観農業振興地域整備計画区域への

指定や市民提案による八女文化的景観地区指定の市民提案を検討し、区域内の耕作放棄地などにつ

いて、景観整備機構（ＮＰＯ法人や公益法人など）による代替耕作などにより、文化的景観の保全

を図ります。 

 

②緑地・自然地 

○北東部の丘陵地などの自然環境は、生態系の保全や文化的景観保全の観点から、八女の貴重な緑地

空間として保全していきます。 

○特に岩戸山古墳周辺から童男山古墳周辺にかけての古墳群が連担した区域については、自然環境の

保全のみならず、古墳を活かした観光ルートとしての活用を踏まえた整備を検討します。 

○市内を流れる河川や堤・溜池、その周辺の緑地については、身近な親水・緑地空間としての保全を

図るとともに、有効活用を検討します。 
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③生活拠点周辺 

○比較的まとまった規模の既存集落である生活拠点においては、生活道路の改善や身近な公園整備な

どや日常品販売店、産地直売店などの定着などを進めることにより、生活空間としての利便性向上

を図り、持続可能で豊かなコミュニティ形成を図ります。 

○郊外部における戸建宅地需要については、既存集落周辺の農業振興地域の農用地区域外へ誘導する

ことにより、まとまりのある集落形成を進めていきます。 
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①環境全般に関する方針 

○自然環境、生活環境、快適環境などの地域環境（住み心地のよさ）は、よりよい状態として将来の

世代へ引き継いでいかねばならないものであり、八女市環境基本計画との整合性を図りながら、「脱

炭素社会」、「循環型社会」、「自然共生社会」の構築を目指した都市づくりを進めていきます。 

 

②水辺環境の方針 

○家庭や事業所からの排水による水質汚濁対策として、公共下水道の整備推進、合併処理浄化槽の普

及促進、水質の調査・監視や石鹸利用の促進などを行います。 

○河川浄化として、水質浄化対策の啓発などを進めていきます。 

 

③全ての人にやさしい都市づくりの方針 

○高齢者、障害者、妊産婦、乳幼児を連れた人などをはじめ、すべての人が日常生活、社会活動をし

ていくうえでのバリアとなるものを取り除き、社会、文化、経済などあらゆる分野の活動に自らの

意思で参加でき、生き生きとした地域社会形成の為の支援整備を進めていきます。 

○公共施設や道路などの交通施設のうち、既に完成している施設については、高齢者や障害者などが

安全で安心、快適に移動・利用できるよう、施設の改良（バリアフリー化）を促進します。 

○ユニバーサルデザインとは、高齢者や障害者のみならず、全ての人が快適と思えるような環境づく

りの考え方です。今後新たな施設整備を行う場合には、このユニバーサルデザインの考え方に基づ

いた整備を行っていきます。 

 

④情報環境の整備方針 

○高度情報化社会の中で、地域の活力維持と生活の質的向上、企業誘致の条件向上を図る為にも、光

ケーブル網や CATV などの高速インターネット接続などに寄与する情報通信基盤の整備を促進しま

す。 
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